






要約　栃木・埼玉両県では 94 年 1 月 1 日から、便色調カラーカードを使って胆道閉鎖症

の早期発見を目的とした新生児マススクリーニングのパイロットスタディを行った。この

方法は産院で母親にカラーカードを渡し、1 か月健診の時に該当する番号を記入して持参

させるもので、産院および 1か月健診で本症に特有の淡黄色便を発見することを企図した。

栃木県では平成 7年 1月現在、出生児20,089 名のうち 16,367 名が、埼玉県では平成 6年

6 月 30 日までに、出生児 28,860 名のうち 12,785 名がこの検査を受けた。この検査によ

る陽性率は、第 1 版のカードを使用した最初の半年に 1%と高かったが、平成 6 年 7 月か

ら採用した第 2 版のカードでは 0.1%となった。この間に発生した胆道閉鎖症の患児は 3

名でうち 2 例は真陽性で、生後 60 日以内に葛西手術を受けた。残る 1 例は偽陰性でカー

ドの改良、システムの徹底・強化が必要と考えた。また手術成績を向上させるためには、

マススクリーニングで発見された患児を、手術成績の優れた小児外科医に紹介すべきであ

ると思う。今後、マススクリーニングのフィールドをさらに拡大することによって患児数

を少なくとも 10 例まで増やし、あわせて費用便益を算出する予定である。


